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Abstract:Thispaperdealswithenergy-conservationeducationintermsofdesignlngCurricula,

analyzlngthepresentcurriculainordertofindoutwhethertheycan beoperatedasan

environmentalpolicy,andliningupthenecessaryconditionsfortheiroperationasan

environmentalpolicy.Ⅰnthispaperweanalyzed24caseso山 ofthe30bestmodelschools

promotedbyTheEnergyConservationCenter,Japan (ECCJ)in2004through2006.Asanitem

ofcomparison,wesetthefbllowlng丘ve;awareness,understanding,skills,actionsand

results.AccordingtotheanalysIS,itbecameevidentthatacurriculumwhichwouldachieve

resultshadnotbeendesigned.Itwasalsoconfirmedthat,ifthepupilsorstudentsdidnotlean

skills,theywerelesslikelytotakeanappropriateactionthatwouldcontributetoenergy

conservation,whichmeansitwasdiFICulttoaccomplishgoodresults.
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1.はじめに

近年､環境教育 は環境政策 の取 り組み と

して 国や 自治体 の 中で重要 な位 置 づ けが

なされている｡これは､環境教育が環境保

全 のための効果的な政策手段 のひ とつ (棉

1) として認識 されて いる ことを表 して い

るもの と考 え られ る01991年 に文部省 は

｢環境教育指導資料｣を作成 し､日本 にお

ける環境教育 の 1990年代初頭 の指針 を示

した｡1994年 に策定 された環境基本計画
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にお いて も､各主体 の積極的行動 を促進す

るた めの方策 として､環境教育 ･環境学習

を推 進す る こ とが 明記 され て い る｡2003

年 には､｢環境 の保全 のための意欲 の増進

及び環境教育 の推進 に関す る法律｣(以下 ､

環境教育推進法)が制定 され､持続可能な

社会 の実現 のため､環境教育や環境保全活

動へ の国民一 人一 人 の取 り組 みが重視 さ

れて いるO 自治体 にお いて も､2005年 3

月までの全国の 自治体 の環境教育 ･環境学

習 に関す る基本方針 ･計画策定状況 をみる

と､都道府県では何 らかの方針や計画 を策

定 して いる 自治体が 41件､策定予定が 5

件 となっている (補 2)0

環境教育 に関す る政策的な取 り組み とし
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ては､学校教育がそ の性格上主た る対象 と

な って くるO これは環境教育実施 にお ける

学校教育 向けのさまざ まな補助金や助成金

等 の予算化か らもみ る ことがで きる(補 3)0

学校教育 における環境教育 と政策 に関連

した先行研究 は多 くはな いが､制度的な視

点 か らい くつかの研 究成果が報告 されて い

る｡例 えば ､荻原､飯利､土井､漆戸 (1997)

の教育委員会 にお ける環境教育行政 の調査

研 究､高橋､阿部 (2001) の公害教育 をモ

デル とした環境教育 の制度化 を分析 した研

究､高橋 ､井村 (2006)による環境教育 の

制度化 に関す る海外 との比較研 究がある｡

しか し､環境教育 を政策 として展 開す る う

えでの学校教育 にお ける環境教育 カ リキ ュ

ラムのあ り方 とい う視点 か らの研究は行 な

われて いない｡

宮川 (2002)による と､政策 とは ｢一般

に何 らか の問題 につ いて の 目標志 向的行動

のパ ター ンな い し指針｣である とされ る｡

環境教育 の場合､環境 問題 を解決す るため

の行動 に結びつ くことが重要な 目的 とされ

ている ことか らも (補 4)､学校 教育 におけ

る環境教育 カ リキ ュ ラムが環境 問題 の解決

に寄与す る もの とな って いるかは環境政策

としては重要な視点である と考 え られる｡

そ こで､本研究 は環境教育 の中で も特 に

省エネルギー教育 を対象 に､学校教育 にお

ける現在 の実施 されて いるカ リキ ュラム を

比較検討 し､環境政策 として環境負荷 の削

減 に寄与す る もの とな っているか を確認す

る ことを 目的 とす る｡

実施方法 としては､(財)省エネルギーセ

ンターが実施 している省エネルギー教育推

進モデル校 の優秀事例 を整理 し､取 り組み

を環境負荷 の削減 の視点か ら比較検討す る｡

以下､2では､省エネルギ ー教育 の環境

政策的な意義 につ いて示す｡3では､比較

項 目を整理 し､省エネカ リキ ュ ラムの優秀

事例 を分析す る｡

2.環境政策としての省エネルギー教育

本研 究 では､環境教育 の中で も省エネル

ギ ー を対象 とす る教育 を取 り扱 う｡省エネ

ルギー教育 は､次 の点で､環境 教育 の中で

も政策志 向の強 い学習テーマで ある といえ

るO

(1)環境教育 の 目標 として の ｢行動｣に

結びつ く｡省エネルギー教育では実 生活 レ

ベルで の省エネ (電気 ､ごみ､水等 の削減 )

に関す る行 動 様 式 が教 育 の 内容 とされ る

とい う点 で､環境教育 の 目標で ある行動 と

直結 しやす い｡

(2)学校教育で の実施 に適 している｡佐

島 (2005)による と､｢エネルギー環境教育｣

は､① ｢児童生徒 に とって 日々の生活 にか

かわ る身近な問題 で あ り､ 自分 の生活 か ら

出発 して､地域､ 日本全体 ､世界 の課題へ

と追究す る対象 を広げ る ことがで きる｣ ②

｢『問題』が捉 えやす く比較的明確であるか

ら､小 ･中 ･高校 と発達段階 に応 じた課題

設定がで き､ また､問題解決的な学習 を構

成 し展 開できる｣ とい う点で､学校 の授業

にふ さわ しいテーマで ある ことが主張 され

て いる｡

(3)環境行政 とリンク しやす い｡環境政

策 にお いては､環境政策 を具体 的 に展 開 し

て い く自治体 は温 暖化対策や循環型社会 の

推進等 が優先順位 として高 い位置づ け とな

る｡そ のため､削減数値 を結果 で表す こと

の可能性 が比較 的高 い省エネルギー教育 は､

温暖化対策 の手段 として の環境教育 として

も適 している｡

3.省エネルギー教育カリキュラムの比較検討

3-1 対象と比較項 目

比較分析 の対象 とす るものは､(財)省エ

ネルギ ーセ ンターが実施 して いる省エネル

ギー教育推進モデル校事業 のカ リキ ュラム

で ある｡ このモデル校事業は全 国の小 中学

校 を対象 に 2000年度か ら実施 されてお り､

2005年 12月時点で 673校 (小学校 531校､

中学校 142校)が指定 を受 けて いる｡また､

2003年度か らは､北海道､東北､関東､東

海 ､北陸､近畿 ､ 中国､四国､九州 ､沖縄

に区分 された各地域 の優秀事例 を選考 し､

全 国大会 が 開催 され ､ ｢省 エ ネ学 習事例 発

表全 国大会発表事例集｣ とい う報告書 の形

で まとめ られて いる｡
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本研究 では､2003年度か ら 2005年度 まで の

｢省エネ学習事例発表全国大会発表事例集｣ に

掲載 された全 30事例 の うち､詳細なカ リキ ュラ

ムの提供 に協力の得 られた 23 事例 を取 り扱 っ

た｡

比較項 目としては､①実施学年､②総時間数

(コマ数)､③授業 の導入形態､④授業内容 の 4

つ を設定 した｡授業 内容 については､さ らに 5

つ に分 けて検討す る こととした｡5つに分 ける

根拠 としては､1991年 に文部省 (当時)が作成

した ｢環境教育指導資料｣や､2003年 に制定 さ

れた ｢環境 の保全 のための意欲 の増進及び環境

教育 の推進 に関す る法律｣(環境教育推進法)の

考 え方 を参考 とした｡ これ ら環境教育 に関す る

政策的な指針 には､1975年の国際環境教育会議

にて採択 された ｢ベオグ ラー ド憲章｣の考 え方

が反映 されている｡ この憲章では環境教育 の 目

標 として､①関心､②知識､③態度､④技能 ､

⑤評価能 力､⑥参加 の 6つが設定 されて いるが､

ここに 2005 年 に京都議定書が発効 された こと

をふ まえ､省エネルギ ー教育 については､行動

の結果 としての ｢成果 ｣ としてエネルギーの削

減実績 を加 えた｡以上 よ り､環境教育 にお ける

国 レベル の政策が学校現場 の授業 に反映す る こ

とをはか る場合､学校現場で一般 的 に使われて

いる用語 にあわせ､(∋気づき (関心)､②理解 (知

識､態度)､③技術 (技能､)､④行動 (参加)､

⑤ 成 果 の 5 つ を比 較 の項 目 と して 設 定 した

(( )内はベオグ ラー ド憲章 の 目標 を示す)0

3-2 結果と考察

結果 は表 1のよ うになった｡

実施学年 は､小学校 においては､全学年で の

取 り組み､ 中学年か ら高学年 の通 しもしくは単

独 の取 り組みが多数で あった｡低学年の単独 の

取 り組みは 1件だけであった｡ 中学校は優秀事

例 の数 自体 が少な く､23件中 5件である｡全学

年が 2件で 3年単独が 2件､2年単独が 1件で

あるO導入形態は小中 ともに総合 的な学習 の時

間がほ とん どの学校で活用 されてお り､省エネ

ルギー教育 の単元計画が総合的な学習の時間 を

ベースに組 まれて いる ことが うかがえるOそ の

他 の時間では社会科や理科､特別活動の時間が

総合的な学習 の時間 と連携す る形で活用 されて

いる｡複授業実施 のための総時間数は､全学年

で取 り組んでいる学校 は 50 時間 を越える とこ

ろが多 い｡学年単独 の場合で も 20時間 を超 える

ところが 目立つ｡

実施 内容 としては､ ごみ､水､電気 の 3つの

テーマが大半 を占めた｡その中で も､電気が多

く取 り組 まれている｡電気 メー ター を見た り､

電気 のワッ ト数 を調べて計算 した り､環境家計

簿 をつ けてみた り､見 えない電気 を見 える状態

にす る様 々な工夫 を行 っている｡ ごみや水 はテ

ーマ としてあま りと りあげ られていない｡電気

は､省エネに直接 関係 し､ さ らに地域差 の出な

いテーマであるため､幅広 く全 国で取 り組 まれ

て いる と考 え られ る｡ ごみや水 も電気 と同様 に

日常生活へ関係す るテーマであ り､ ごみの分別

数やダム による渇水 の有無等､地域 の政策課題

に応 えるテーマで あるが､エネルギー との関係

性 をつかみ に くいため､テーマ としてあま りと

りあげ られていな い ことが考え られ る｡

実施 内容 を学年別でみる と､小学校低学年は

｢1.気づき｣｢2.理解｣の獲得 に絞 った発達段

階 を考慮 したカ リキュラム とな って いる｡小学

校 4年生以上か ら ｢3.技術｣の段階が取 り組 ま

れているO小学校高学年は､省エネ学習が多 く

取 り組 まれている学年 となって いる｡そ して｢5.

成果｣ の部分 まで取 り組 まれて いるのは高学年

の段階である｡省エネを行動や数値 として の成

果へ結びつけるには､算数 の四則計算､国語 の

読解力等､小学校低学年では身 につけ られない

要素が関係 して くる ことが小学校高学年以上 の

取 り組みが多 く､｢5.成果｣の部分 まで フォロ

ー して いる結果 の原 因であると考 え られる｡ ま

た､5年生の社会科での公害 問題や､5,6年生

の家庭科での快適 な住 まいづ くりな ど､高学年

には他教科 にも似 たよ うなテーマが出て くるた

め､ク ロスカ リキ ュラム を組んでの取 り組みが

み られ る｡中学校 は大 き く分 けて 2種類 のカ リ

キ ュラムが存在す る｡1つは､理科 の実験 な ど

でエネルギー の原理 を探 ってい くものであ り､

もう 1つは､小学校高学年で学んだ 日常生活 の

省エネ を深 める ことを狙 ったカ リキ ュラム とな

っている｡

実施 内容 についての各項 目の達成度 としては､

｢1.気 づき｣～ ｢5.成果 ｣で大 きな差が出た｡

｢1.気 づき｣は､全ての学校で取 り組 まれて い

る｡省エネの必要性やエネルギー に関心 を持つ

ことは最初 の段階であ り､全学年で取 り組 む場

合 は低学年で､1学年で取 り組む場合は最初 の
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数時間で行なわれていた｡｢2.理解｣ も､ほぼ

全ての学校で取 り組 まれている｡エネルギーを

つ くる施設へ見学 した り､調べ学習 として各グ

ループで調べた り､様 々な手法で ｢2.理解｣の

実践がなされている｡｢3.技術｣は約 3校 に 2

校 の割合でカ リキュラムに組み込 まれている｡

簡易型電力表示機で消費電力を調査 した り､省

エネチェックカー ドで取 り組み事項 を整理 した

り､エネルギー削減 のための具体的な方法 を導

入 している｡｢4.行動｣は約 3校 に 1校 の割合

でカ リキュラムに組み込 まれている｡記入式の

実践カー ドの配布やス ローガ ンだけでな く､授

業での課題 の検討や改善が試み られている｡｢5.

成果｣は約 8校 に 1校 の割合であったO成果 を

あげるために､行動結果 を数値の中で振 り返 っ

ているO しか し､優秀事例であって も成果 の部

分 まで考慮 されたカ リキュラムが少ないことは､

政策的には課題がある といえる｡

4.まとめ

本研究では､省エネルギー教育 を対象 として､

政策的な視点で､特 に省エネ実績 としての成果

の部分に着 目しなが ら､教育カ リキ ュラムを比

較検討 し現状 を確認す る作業をお こなった｡結

果は､内容的にはごみ､水､電気 をテーマにし

ているケースがほとん どであるが､いずれ も学

習 による省エネの成果 まで フォロー されている

ものは少ないということが明 らか になった｡ ま

た､現状 において評価 が高い省エネルギー教育

カ リキュラムは総合的な学習の時間を使い､中

高学年を中心 として整理 されている ことがわか

った｡カ リキ ュラムが特 に小学校高学年向けに

集 中してお り､優秀な他学年向けの事例が少な

い ことは､小学校低学年や 中学校 向けの省エネ

ルギー教育カ リキュラムが十分開発 されていな

いものとも考え られるOそのため､今後は､各

年齢 の発達段階に応 じた有効な省エネルギー教

育カ リキ ュラムの開発が重要 になって くる｡

補 注

〔1〕植田和弘､1996｢環境経済学｣ 岩波書店

参照｡

〔2〕環境省ホームペー ジ ｢自治体 における環境

教育 ･環境学習 に関す る基本方針 ･計画策定状

況｣参照｡
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http://www.env.go.jp/policy/edu/local/

01.htmlここで紹介 されている都道府県別 の取

り組み 278事例 を(∋｢授業｣(年 5回以上開かれ

る講座)､② ｢啓発｣(イベ ン ト､印刷物等の作

成 ･配布)､③ ｢支援｣(人材育成 ･派遣等) に

分類 し､さ らに ｢学校教育｣ と ｢学校教育外｣

で見てみると､①は学校教育で 5件､学校教育

外 14件､②は学校教育で 49件､学校教育外 108

件､③ は学校教育で 40件､学校教育外 60件､

そ の他 の取 り組み 2件 となっている｡

〔3〕省エネモデル校 (省エネセ ンター)

http://www.eccj.or.jp/school/model/school

list/index.html,エネルギー環境教育実践校

(エネルギー環境教育情報セ ンター)

http://www.icee.gr.jp/､地球環境観測指定校

(文部科学省)

http://www.eeel.jp/teachers/tosyo/index.ht

.html#3､環境教育推進モデル市町村 (文部科学

省)､

http://www.eeel.jp/teachers/tosyo/index.ht

ml#3､エコ改修事業 (環境省)http://www.

ecoflow.jp/school/index.html､ESD推進事業

(環境省)

http://www.env.go.jp/press/press.php?seria

l=7359 参照

〔4〕ミカエル ･アチ ャ(1994):環境教育 とは何

か､環境教育､3(2)､pp.2 参照
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表 1 省エネ学習カ リキュラムの比較結果

1.気づき 2.理 解 3.技術 4.行動 5.成果

学 年 総 時間数 導 入形 態 ネルギーや省エネにつ 省 エネへの関 心 を基 に､ 知 識 を活 か して､エネル 正 しい知 識 と技 術 により 行 動 の結 果 ､数 値 として具
いて関 心を持 つ ネルギーに関する基 本的-削減 のための具 体 的な 切 な省 エネルギーのため 的 にエネルギーの削 減 に貢

註知識 を身につける 法 を身 につける の行 動 を実 施 する 献 できるようになる

15年度 1 小 全 ヽ AlコA ○最 初 の 2時 間で｢なぜ省 エ ネ が 必 要 な の か○地 球 温 暖 化 やエネルギーの枯 渇 の調 べ学 習 を通 して知 識 を得ている ○省 エネチェック表 の活 用 △省 エネシールを活 かして､夏 休 み .冬 休 みに省 エネ行 ×1年生 がバケツで成 果 を出 しいるが｢3,技 術 ｣｢4.行 動 ｣

'生年 コ言生 活 3:?｣と関 心 を持 たせる畠 習を行 なっている により技 術を身 につけている動 を行 なうが､授 業 でフォロされていない 踏 まえていないため､成 果 にはつながらない

2 小 全 70 ヽ AlコA○ 地 球 温 暖 化 を調 べ､環 境 の変 化 に気 づかせている ○地 球 温 喋化 やエネルギーの枯 渇 の調 べ学 習 を通 して知 識 を得 ている ○省 エネ学 習 カードにて節 △節 電 チャレンジャーを結成 して省 エネに取 り組 んで ×29型 カラ ー テレビの視 聴 時間 に換 算 して計 算 しているが､
&* コ言請 電の技 術 を獲 得 いるが､授 業 でフォローはさていない 業 でフォローされているわ け･はない

3 小 全lh* ヽ Alコ請 ○関 心 を高 める授 業 が○電 気 の作 り方 .地 球 温 暖 03年 生 にて知識 を基 に技 03 年 生 にて｢実 践 および ×エネルギ-削減 に数 値 として貢 献 してはいない
実 施 され ､アンケー トに化 .省 エネルギーの方 法 に術 を身 につける授 業 が行 な り返 り｣の授 業を2ケ月 間

結 果 も出ている いての学 習 がある われた なった

小 4年 58 ヽ ▲lコAF道 徳国 語料 ○ごみの観 察 を通 して､ごみに関 心 をもたせている ○化 石 燃 料 の有 限 性 等 の010の省 エネポイントを自ら010 の省 エネポイントの実状 況 を捷 り返 って､行 動 ×成 果 を数 値 としては把 握 して
知 識 を身 につけている がっくりあげた が定 着 するような取 り租 みがある いない

5 小 3年 20 合ゝ 03年 生 のマイバ ックの ○資 源 の無 駄 遣 いの現 状 ○ゴミ､水 ､電 気 の量 を調 ○技 術 を行 動 に結 びつける○成 果 が数 値 として出ている.に水 ○
業 にて､関 心 を持 つように しかけている 知 る学 習 が行 なわれてい 一､取 り組 みのための技 術は身 につけている 'ez5'晋 が行 なわれ､行 動 が習化 しつつある

6 中 3年 26 ヽ Alコ ○関 心 のある生 徒 は授 ○大 量 に消 費 されるエネル ○エコワットを使 って電 化 製 ×家 庭 での節 電 には取 り組 ×結 果 が出ていない

料道 徳 薫 によって増 えている 一等 ､色 々な知 識 の獲 得 晶の消 費 電 力 を調査 めていない

7 小 5年 10 ､合 ○省 エネか ら連 想 する言 葉 を発 表 し､関 心 を,つ △この段 階 からグループ学習 に入 ったため ､基 本 的 な知 識 を身 につ けている人 といない人 がいる △身 につけているグループとうでないグループがある ×行 動 につなげるような授業 は行 なわれていない ×積 黒 を把 握 していない

8 小 3.} 60 - 01時 間 目に省エネの○エネルギー効 率 や電 気 製 ○節 水 のための方 法を考 え ×行 動 につなげるような授 ×結 果 を把 握 していない
年 目的をする授 業 晶 について考 える授 業 学 習 がある 業 は行 なわれていない

16年痩 1 小 全 88 ヽ A∩t五03年 生 にて気づきを促 ○電 気 やガスの量 の把 握 ､球 温 暖 化 の影 響 などの知 識 は身 につけている ○住 まいの省 エネの工 夫 を ×実 践 段 階 まではフォロー ×なし

幾年 国 月.I生活 授 業 が行 なわれる える していない

小 全点年 35 ヽ A■コ家 庭A=∈請生 活 ○エコエコ集 会 にて､地が大 変 ということに気◆く学 習 を行 なう ○発 電 所 見 学 を通 して､知書 を身 につける ×行 動 ためのスキルを身 にけていない ×なし ×なし

3 小 2年 7 生 活 ○無 駄 遣 いを振 り返 ることで関心 を喚起する ○エネルギーを使 う場 面 を知 る ×｢取 り組 もう｣というねらいの時 間 はあるが何 に取 り組だらいいかわからない ×取 り組 み方 が分 からないので行 動 にはつながらない ×なし

中 2年 20 ゝ A ○ゲス トティーチヤ- の△世 界 の省エネ事 情 を調べ息 晋で学 ぶ ×意 欲 を高 め ることがテ- ×意 欲 を高 めることがテーマ ×意 欲 を高 めることがテーマの口請 月 を聞 き､省 エネに開 のため､子 どもの省エネ行 のため ､子 どもの省 エネ行 二め､子 どもの省 エネ行 動 には
心を持 つ 動 にはつながらない 動 にはつながらない ながらない

5 中 全 100 秦料 ○電 気 エネルギーの有効 利 用 について学 習 す○理 科 の時 間 でエネルギー○技 術 家 庭 科 の 時 間 で､無駄 に使 われている電 気 を ×実 践 がスローガンに終 わっており､実 践 を推 進 するた ×なし
出年 AE ること七､省 エネの大 切 についての基 礎 知 鼓 を学 ぶ .ぺ ､何 に取 り組 んだらいめの授 業計 画 は立 てられて

請美 術 を身 につける いか考 える いない

小 全aZi年 103 ○無 駄 遣 いを振 り返 ることで 関 心 を喚 起 す る(1年 生 ) ○水 道 局 ､下 水 処 理 場 ､ゴミ焼 却 処 分 場 などを見 学し､水 やゴミ問題 (4年 生 ) ○おじいさん､おばあさんから昔 の生 活 について聞 き､ネルギーを無 駄 にしない工 夫を身 につける(3年生 )○おじいさん､おばあさんにえてもらった技 を活 かして実 践 する(3年 生 ) ×効 果 をはかるようなしかけはEL

7 小 56年 中中 30 Aヽlコ ○｢なぜ ､省 エネなんだろう｣という時 間をはじめにもつてる(小学 生 ) ○島からでるゴミ問題 につい○データを基 に表 やグラフへ表 し､取 り組 むべきポイントをつかむ(中学 生 ) ○省エネ計 画を立 て､1ケ月間 行 い､計 画 を見 直 す○電 ○行 動 結 果 をデータで振 り返
全 学年 請 知 る時 間がある(小学 生 ) 気 とゴミについて実 践 する内(中学 生 ) つている

17 1 小 6年 60 ○エネルギーについて考 ○エネルギーができるまでを○ 省 エ ネ の 工 夫 (電 気 ､○計 画 を具 体 的 に行 動 する ×行 動 のふ りかえりと､データ

えるようになる(1-6 時 ,ベ ることができる(7-ー8 ､ガス､ゴミ)を考 える(19ことができたかどうかふ りか ･振 り返 るところまではしていない間 目) 時 間 目) -30時間 目) える(31-36時 間 目)

2 小 5年 38 Aヽ ○エネルギーについて関心 をもつ授 業 (1.-2 時間 目) ○発 電 所 ､電 力 会 社 見 学等 により電 気 をつくったリ､×いきなり｢省 エネ運 動 をしよう｣と行 動 に 展 開 してお ×いきなり｢省 エネ運 動 をしよう｣と行 動 に展 開 してお ×なし
総 ロ つたりするしくみを理 解 す リ､どのような行 動 をとれ ばいいかが分 からない リ､どのような行 動 をとればいいかが分 からない

3 小 6年 26 ､合 ○ 前 年 度 の 活 動 を基に､十 分 な気 づき学 習は行 なわれている ○学 習 のキー ワー ドとな言葉 を理 解 するなど知 鞍 の充実 をはかつている(1-5 時間 ) ○小 学 校 内 を探 検 して､省ネの方 法 を見 つけ､考 えいる(6-10時間) ○夏休 みに実 践 し､実 践 内容 を 2学期 に振 り返 り､省ネの難 しさを知った ○ 自分 たちの取 り組 みを二 酸化 炭 素 に置 き換 えて､取 り組の効 果 を算 出 している(ll-13時 間 )

小 3-年 70 ､合 ○ 前 年 度 の 活 動 を基 03年 紙 ､4年水 ､5年 電 気 ○各 学 年 の身 近 なテーマ､×スローガンに終 わってい ×数 %の削 減 効 果 はあるが年 に､十 分 な気 づき学 習 という身 近なテーマで取 り組調 べ学 習 を通 じて知 識 に 4年 水 ､5年 電 気 は､日常 生 活 で取 り組 むためのる｡アンケ-ト結 果 もそのよ どもの行 動 変 化 の影 響 を受

痩 は行なわれている を充 実 させている 夫を考 えている うに出ている｡ けているかどうかは不 透 明○

5 小 4年 50 ヽ ▲○ゲス トティーチヤー の○ゲストティーチヤーの話 ､○各 家庭 の省 エネの工 夫を ×実技 方 法 の定 着 をはかる業 が行なわれていない ×環 境 家 計 簿 はやつてるが､lコ■ゝ R を聞 き､省 エネに 関 および調 べ学 習 で知 鞍 を深 ≡,べることで何 に取 り組 め 定 着 をはかつていないので､結
コ= 心 を持 つ めている ぱいいか分 かる 具 は出ない

6 中 3年 10 料 ○理 科 の美 顔 によりエネルギー につ いて関 心がある ○エネルギーのできるしくみ ×理 科 の実 験 で終 わ り､そ ×理 科 の実 験 で終 わ り､そ ×理 科 の実検 で終 わり､そこか
等 理 解 をする授 業あり こから先 の展 開 がない. こから先 の展 開がない. ら先 の展 開がない○

7 小 全 52 ○1.2 年 生 で無駄 遣 いに気づく授 業 を行 なっている 04年 生で､省エネのために03 年 生 で､暮 らしの 中 の ×行 動 につなげるような授 ×なし
由年 必 要 な知識 を習 得 ′エネを学 んでいる 業 は行 なわれていない

8 小 3- 60 ヽ AP ○ツ′くルの写 真 等 を通 ○地 球 温 暖 化 やエネルギー△4グループ中 3グループが ×行 動 の定 着 化をはかる授 ×なし
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